
令和４年度　中土佐町立大野見小学校　学校評価書　　　
１　自己評価（Ａ；目標を上回った　　Ｂ；ほぼ目標どおり　　Ｃ；目標を達成できなかった）

項目 取　組
取組状況

（〇十分達成、・達成、△十分でない）
関係者

評価
改善策等

①複式指導を充実させ、学習リーダーを中心
に主体的、対話的な深い学びの実現を目指
す。また、読書への関心を高める取り組みと
して、朝読書、学級文庫の充実、児童主体の
活動の充実を行う。

・完全複式学級として、学習リーダーを中心に主体的な学び
を行えている。算数科では、スタンダードによる学習を継続
し、国語科においても主体的・対話的な学びの実現を目指し
て取り組むことができた。読書への関心を高める取り組みと
して、学期ごとに移動図書を活用し、学級文庫の充実を図る
ことができた。また、地域の図書館を積極的に活用できた。
読書への関心が高まった児童もいるが学校評価アンケートに
よる「読書がすき」の肯定的評価は、73％であった。

②朝自習は国語科、ニンムスタイムは算数科
の基礎・基本の定着を図る。また、「分か
る」「できる」授業づくりのために、ユニ
バーサルデザインの３重点事項（環境の工
夫、情報伝達の工夫、活動内容の工夫）を位
置づける。さらに、ＩＣＴを効果的に活用し
た授業を行い、必要に応じて放課後等の加力
指導を行う。

○中土佐検定においては、年間を通して全員が合格し、基礎
学力の定着を図ることができた。常にユニバーサルの視点を
意識し、授業を行ってきた。生活アンケートにおける児童の
肯定的評価「授業が分かる」97.6％、学校評価アンケートに
おける肯定的評価「進んで学習」96.2％「家で毎日勉強」
92.3％であった。ICTの活用については、効果的な活用でき
るように研究を進めている。放課後等に個別に指導すること
で基礎学力の定着を図ることができている。

③高知新聞の「読もっか」に投稿する。ま
た、授業の中で、積極的に活用し、新聞づく
りへの関心を深める。

・地域新聞には５･６年生で年間２回取り組み、学校新聞づ
くりコンクールには、６年生が応募した。１・２年生は、国
語科で学習したことを新聞にまとめることで、新聞づくりへ
の興味・関心を深めることができた。高知新聞「読もっか」
にも投稿することができた。

④総合的な学習の時間において、課題を発見
し問題を解決していく探究的な活動を積極的
に行う。

○３・４年生は、「ふるさとの大野見の自然と生きる」、
５・６年生は「大野見から未来へ～生産加工～」をテーマに
地域の方の積極的な連携のもと年間計画に沿って探求的・発
展的な学習が行うことができた。

⑤ICT機器活用した効果的な指導をしたり、児
童にICT機器の活用を学ばせたりする。

・ICT（クロームブック）を活用した授業提案ができた。
様々な教科で各学年においてICTを活用した授業を行い、効
果的な活用法について考え取り組むことができた。

①道徳の授業後には、板書を撮り、道徳列車
として掲示をしていく。板書を見合ったり、
他学年の授業を参観したりして、授業改善に
生かす。授業力チェックシートを活用し、授
業改善を図る。

○道徳授業の板書を記録し、掲示することや他の学年の授業
を参観することで、授業改善に活かすことができた。道徳授
業チェックシート「全体を通して自分の考えが深まっていく
授業」の肯定的評価が96％、「自分のことを振り返って考え
られる質問だった」が92％だった。

②児童の良さを認め、褒める。 △児童一人ひとりに寄り添い、良いところに目を向け褒める
ことを意識し、「いいこと見つけの木」など自己肯定感を高
める取り組みを行ってきたが、道徳意識調査「自分には良い
ところがある」の肯定的評価は昨年度より下がり、79％で
あった。

③人権道徳参観日や参観日において道徳授業
の実施、学級だよりで授業内容を掲載したり
「高知の道徳」を活用するなど、保護者の理
解や周知を図る。

・道徳・人権参観日の参観率は47%で、昨年度よりも参観率
が低かった。悪天候の為土曜日から平日に変更になったこと
が影響していると考えられる。道徳授業の様子を学級便りで
紹介したり、「高知の道徳」を活用した家庭学習を行うな
ど、家庭と連携し、取り組むことができた。

④支援を要する児童に関して、共通理解をし
たうえで、効果的な支援方法を探る。Ｑ－Uア
ンケート結果を効果的に活用する。

・Q-Uを2回実施し、分析を行い、スクールカウンセラーのア
ドバイスもいただきながら共通理解を図った。クラスのいご
こち（満足群）は88%と数値は高かったが、「学級不満足
群」が4%いる。

⑤スクールカウンセラー来校日（火曜日）に
合わせて校内支援会を実施し、情報共有し、
支援方法を探る。また、事例に応じて専門機
関等を交えた支援会議を行う。

○校内支援会を月１回（金曜日）定期的に実施し、校内研・
職員会・職朝で情報共有し、支援に活かすことができた。

①正しいフォームでジャックナイフストレッ
チを継続的に行う。

○朝の会や体育の時間などに継続して行うことができた。長
座体前屈では24人中、16人において点数の上昇がみられた。

②日体大との協定を活用した専門的指導者、
また、町スポーツ振興監や中学校の先生を招
いて指導力向上を図るとともに、児童の体力
や技術向上を目指す。

○水泳の授業や陸上記録会の前には、町スポーツ振興監を招
いて授業を行い、専門的な指導を受けることで、水泳や陸上
のフォームが安定し、記録の向上、ひいては意欲の向上にも
つながった。中学校の教員にスポーツテストについて動きの
コツや練習方法を指導してもらうことで、立ち幅跳びでは２
４人中１８人の記録が伸びるなど体力や技術の向上に繋がっ
た。

③外遊びの推奨を行う。 ○登校後や休み時間には、大半の児童が外で遊んでいる。生
活アンケートにおいて１日に１時間以上外遊び・運動をする
児童は81％であった。

④保小中生活部会の取組として、生活習慣調
査実施と分析を行う。噛むことと歯みがきへ
の意識付けを行う。

・就寝時刻について、低学年で９時までに就寝している児童
は30％、高学年で10時までに就寝している児童は69％であっ
た。また、朝食後に歯みがきをする児童は92％であった。

⑤生活部会を中心に、朝食摂取・内容につい
ての取組を推進し、保護者への啓発を行う。

○朝食摂取率は96％、おかずのある朝ごはんを食べている児
童は88％であった。

⑥給食試食会に日頃の学校の取組を合わせて
発信する。

△新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、給食試食会の
開催は今年度も見送った。その代替として実施した給食セン
ターの見学会には25％の家庭の参加があった。

①保小中連携教育では、「望ましい生活習慣
の育成」と「自分の思いを自由に表現でき
る」を意識した連携により教育効果を高めて
いくことを研究テーマとし、２部会（生活：
「体」・学習：「知・徳」）で具体的取組を
進める。

・生活部会では、「朝ごはんづくり」や「ステップアップ朝
ごはん」「かむＣomeマラソン」などの取り組みを家庭に協
力をしていただき行うことができた。食育の取り組みが認め
られ文部科学大臣表彰を受けることができた。学習部会にお
いては、自己肯定感を高めるための取り組みを行ってきた。
まだ、自分に自信のない児童もいるが、自分の良さや友達の
良いところに気づく児童が増えてきている。

②中学校教員の乗り入れ授業の開始（6年算
数、３・４年体育・図工、５・６年図工、
１、２年外国語）、保小中連携による相互交
流の実施

○年間を通して、専門的な授業を受けることができ、子ども
たちの学びを深めることができた。保小連携においても、
プール交流、七夕交流、一日入学などを通して、連携を図る
ことで、児童理解に繋がった。

③常に子どもの心に寄り添った対応を心がけ
る。「この子は困った子」ではなく「何かに
困っている子」の意識を持つ。
Q-Uアンケート、学校評価アンケートの結果分
析・共有を行い、「いいとこ見つけの木」の
取り組みを継続する。

○Q-Uアンケート、学校生活アンケートや学校評価アンケー
トを年間２回実施し、全教職員で情報を共有し、個に応じた
指導や支援を行ってきた。児童一人一人を細やかに見ていく
とともに互いを褒め、認めるなど自己肯定感を高める取組
（いいこと見つけの木など）を引き続き行っていく。

④ノー残業デー、最終退校時刻を設定し、働
き方改革を意識するような校内研修を実施す
る。

△ノー残業デーとしては設定していなかったが、働き方改革
を意識して業務を行うことができるようになってきている
が、半数の教職員が４５時間を超過している。

⑤防災授業週間を活用して防災授業を確実に
実施する。
地震避難訓練、防災訓練、不審者対応訓練を
実施する。

・年間６回の防災週間においては、計画的に防災学習を行う
ことができた。避難訓練は、年間５回行うことができたが、
不審者訓練については、コロナ感染拡大防止のため本年度
は、実施できなかった。

⑥地域学校協働本部を積極的に活用し、民生
委員・児童委員、ヘルスメイト、社会福祉協
議会、行政＝危機管理室等と連携した授業や
学習支援を実施する。
これまで以上に地域の方に学校教育活動に参
加してもらい、また、学習発表会や学校だよ
り、郵便局への作品掲示などの場を利用して
地域への発信を行う。

○地域学校協働本部活動で、学校行事や授業において、年間
延べ197人のボランティアの方に関わってもらうことができ
充実した教育活動を行うことができた。学校行事や教科の学
習への参加・参画、全戸への学校だよりや年間４回の郵便局
への掲示などを通して、学校教育活動の様子を発信していく
ことができた。

２　関係者評価　　（Ａ；目標を上回った　　Ｂ；ほぼ目標どおり　　Ｃ；目標を達成できなかった）

大野見小学校長　　楮佐古　直広

学校教育目標 未来に向かって　共に鍛え合う　大野見の子ども

研究主題 生き生きと学び合い主体的に活動する児童の育成　～のびのびと自由に表現できる国語科の学習を通して～

重点項目

A

知

学力向上の
ための組織
的な校内研
修等の取組

A

・スタンダードでの学習方法は身に付い
ているが、学年での学力差が見られるた
め、今後も質の高い学習環境の中で、個
に寄り添った学習方法を進めていきた
い。特に、振り返りを生かした授業改善
を進めていきたい。応用力を身に付ける
ためにも放課後等の加力指導について
は、担任以外の教員も指導に当たり、取
り組んでいくようにする。「読書が好
き」に対する肯定的評価が７３％であっ
たので、図書委員会と連携し、意欲を図
る指導方法（紹介カード、必読書、読書
の時間設定など）について考えていく。

・高知新聞「読もっか」の投稿回数を増
やしていく。いつでも書けるように教室
等に用紙を常に置いておくようにする。
日記や学校行事等の感想など一人一回以
上は、投稿できるように声がけをしてい
く。

・来年度は、児童が家庭にタブレットを
持ち帰り学習するようになるので、効果
的な学習方法を研究していく必要があ
る。

徳

道徳教育の
推進

A

・自己肯定感を高める取り組みについて
は、さらに内容を見直し行っていくとと
もにアンケートを5月と12月に実施し、
児童の変容を見ていく。学校行事や各教

科の学習などにおいて地域の方と関わる
機会をもち、様々な立場の方に認めても
らう機会をもつことで自己肯定感を高め
ていきたい。

・人権・道徳参観日については、次年度
も土曜日に行う。運営協議会の方にも参
観日の案内を出し、参観・参画していた
だく機会をもつようにする。授業の終末
で、ねらいに沿ったお話を地域の方にし
ていただく機会をもち、地域の方から学
ぶ機会を増やしていきい。「高知の道
徳」の活用については、ＰＴＡ総会や学
級懇談においても話題にしていく。

・これからも児童の姿に目を向け、ス
クールカウンセラーのアドバイスを基に
不登校の初期対応と未然防止に取り組ん
でいく。
今後、さらに有効な取り組みとなるよ
う、外部機関との連携を図りながら、教
員間でよりよい支援策を探っていく。

不登校への
総合的な対

応

学校におけ
る働き方改
革の推進

防災を中心
とした安全
教育・安全
管理の充実

地域と連携
した教育の
充実の協働
体制

生徒指導の
充実

体

体力向上
面

関

係

者

評

価

評価 評価委員コメント

子どもの数が予想していたよりも減ってきている中で、完全複式学級となり、マイナスの環境の中でも先生方の努力、学校がチームとして一
丸となり取り組んできたことが分かります。これまでの教育のレベルを落とすことなく学校教育活動が行われていることが子どもたちの様子
や関わりの中で感じました。これからも少人数ということをマイナスととらえるのではなく、少人数だからこそできることを考え、実践し、
改善をしながらよりよい活動となるように取り組んでいってほしいと思います。

A

保小中連携
教育

・ジャックナイフストレッチの効果につ
いて勉強し、取り組みの強化を図る。

・就寝時刻について児童への啓発は積極
的に行ったものの、保護者への啓発が効
果的でなかったことが目標値（低学年
50％、高学年90％）に達しなかった一因
として考えられる。今後は、保健だより
や面談などを通して、家庭への啓発を
行っていく。歯磨きや朝ごはんの大切さ
について保護者の方に理解をしてもらう
ことができるような取り組みを考え、学
校と家庭が連携して行うことができるよ
うにしていく。

・次年度は、給食試食会が開催できる見
込みであるので、地域の方にも参加を呼
びかけ食についての取り組みも知ってい
ただく機会とする。

基本的な生
活習慣の改

善

横

断
A

・今後もＱーＵアンケートや学校生活ア
ンケート等において、児童一人一人を細
やかに見ていくとともに、自己肯定感を
高める取組を引き続き行いっていく。
「自分の思いを自由に表現できる」場を
大切にし、互いに評価し、認めていく取
り組みを効果的に行えるようにしてい
く。

・働き方改革については、４５時間以内
を目標に、効率的に業務が行うことがで
きるように業務の見直しを行う。

・不審者訓練については、次年度は、中
学校と合同で実施し、不審者侵入の避難
時の合言葉を児童と確認し、児童・教職
員が速やかに避難できるように訓練す
る。

・学校評価アンケート「地域とともに活
動する学校づくり」については、保護者
は、９６％が肯定的評価であった。地域
の方の「地域のことを学ぶ学習の機会を
多くもっている」については、１００％
が肯定的評価であった。本年度、地域学
校協働本部活動においては、学校行事や
教科の学習等において、年間、延べ１９
７人の方に関わっていただくことがで
き、地域の方との連携を図りながら、学
校教育活動を行うことができた。今後も
地域に出掛ける機会を多くもち、積極的
に地域の方とも関わり合いながら、学習
活動を進めていきたい。

・


